
鳴門市公文書管理・電子決裁システム構築・推進業務に係るプロポーザルに関する質問への回答（１回目）

質問 回答

1

『仕様書 P2「５．調達範囲」

 各種機能を実装するサービスの設計及び構築、データセットアッ

プ、運用保守及びその他必要となる付帯作業等の一切の業務を範囲と

する。』

＜質問事項＞

 職員情報などのマスタはユーザにて随時更新できるようにツール

（画面など）を準備している。データセットアップは鳴門市で実施す

ることで良いか？

 仕様書 P2「５．調達範囲」の③に記載のとおり、「受託者は、本シ

ステム稼働に必要となる各種コード入力やパラメータ設定、所属・職

員情報等のマスタデータ登録等のシステム初期設定を行う」こととし

ています。

 また、その後の随時更新については、仕様書 P7「（３）運用支援」

の③に記載のとおり、受託者は「組織改編及び人事異動への対応にお

ける必要な支援を行う」こととしており、提案者ごとに、その支援範

囲や受託者と本市の役割分担をご提案ください。

2

『仕様書 P3「７ システム導入に係る基本情報 （令和７年１月１日時

点）」

 ① 本市の住民基本台帳人口：５３，２２８人

 ② 本市の正規職員数：５５９人

 ③ 導入対象の端末数：４９５台 （今後、増加する見込み）』

＜質問事項＞

 文書管理システムのユーザ数は何名か？

 本市の正規職員数のうち、約５３０人がシステムを使う可能性があ

ると考えています。

 また、令和７年度の組織体制としては、１０部・１企業局・４５

課・１１室となっており、大幅な増加はないものと考えています。

 この上で、同規模の自治体への導入実績を参考とした上で、通常必

要となるユーザ数を見込んでください。

3

『仕様書 P4「８システム要件（２）システム方式」

 Ｗｅｂアプリケーションを利用する対応ブラウザは、Ｍｉｃｒｏｓ

ｏｆｔ社のＥｄｇｅ及びＧｏｏｇｌｅ社のＣｈｒｏｍｅの両ブラウザ

に対応したもの を前提とすること。』

＜質問事項＞

 文書管理システムを使うブラウザはEdgeとChromeのいずれが主体

か？弊社はMicrosoft Edgeを標準対応のブラウザとしているが、

Google Chromeで運用されている実績もある。

 現状は、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ社のＥｄｇｅを主体で考えています

が、将来的に変更される可能性も踏まえて、Ｇｏｏｇｌｅ社のＣｈｒ

ｏｍｅにも対応したものを前提としています。
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4

『仕様書 P5「８システム要件（８）セキュリティ要件」

 ① ログイン時は、ログイン画面において、ユーザーＩＤ及びパス

ワード入力し、認証を行うものとする。なお、シングルサインオンで

ログインできる場合は、方式について提示すること。』

＜質問事項＞

 シングルサインオンの連携対象となる既存のグループウエアや職員

ポータルなどはあるか？

 シングルサインオンについては、現在検討段階であるため、連携対

象となる既存のグループウェア等はありません。

5

『仕様書 P6「10 研修等（２）職員向け操作研修 ② 研修の実施」

 システムを利用する 全職員に対して、システム稼働前までに、シス

テムの操作にかかる研修を実施すること。（複数回の実施が必要）』

＜質問事項＞

 Web方式による研修を検討している。

 鳴門市ではWeb研修（ウエビナー）に参加できる環境はあるか？

また、鳴門市が集合型の研修を希望される場合、研修会場や端末につ

いては、鳴門市に準備してもらえるのか？

 仕様書 P6「10 研修等」に記載のとおり、「原則、対面方式で行

う」ものとしております。

 その上で、Ｗｅｂ研修を検討される場合においては、ウェビナーに

参加できる環境はあります。

 また、対面方式をする場合における研修会場（鳴門市庁舎の会議

室）や端末（各職員のＰＣ）については、本市で準備します。


